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資料 １



 
議

員 
NO 
答

弁 
質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

 

守

屋 

 

１ 
市

長 

相談窓口の人的な配
置はどのように考えて
いるのか。 

多様化する市民の学習ニーズに応えていくためには、さまざまな学
習情報を収集し提供することが重要となっている。  
また、学習意欲を持った方がどのように学習活動を進めたらよい
か、地域でどのような学習講座を開設したらよいかなどの学習相談
機能の充実が求められている。  
生涯学習センターの開設にあたっては、この学習相談と学習情報の
収集・提供の充実を図っていくことが最も重要だと考えているので、
生涯学習センター担当を設置するとともに、教育や生涯学習の経験
を持った嘱託員を増員する予定である。  

 

 

守

屋 

 

２ 
市

長 

報徳サミット小田原
市大会の宣言文では、
二宮尊徳翁のＮＨＫ大
河ドラマ化への働きか
けに努力することとし
ているが、市長は、ど
のような取組みをして
いるのか。また、今後
はどのように展開して
いくつもりか、お伺い
したい。 

報徳サミット小田原市大会の宣言を受けて、尊徳ゆかりの市町村等で構成
する「全国報徳研究市町村協議会」の中に、私を委員長として「二宮尊徳Ｎ
ＨＫ大河ドラマ化推進委員会」を組織して要望していくこととなった。 
過日、ＮＨＫ横浜放送局には要望したところであるが、今後、でき
るだけ早い時期に、ＮＨＫ会長に対して要望していきたい。  
大河ドラマ化について、この組織を通して実現できるよう努力した
い。  

守

屋 
３ 

教

育

長 

おだわらっ子の約束
では、子どもたちに何
を訴えようとしている
のか。 

こ の お だ わら っ 子 の 約束 は 、 子 ども た ち に 守っ て も た ら い た
い ル ー ル や、 身 に つ けて ほ し い こと な ど を 「こ と ば 」 にし て 、
家 庭 、 学 校、 地 域 が 一体 と な っ て子 ど も の 健全 育 成 を 進め て い
ただくことを目的としている。  
基 本 理 念 を 、「 し っ か り し た 躾 や 生 活 規 範 を 身 に つ け た 子 ど
もは、幸せになれる。」と定め、三つの目標を掲げている。一つ
目が「『良いことは良い、悪いことは悪い』と自ら判断し、行動
できる力を養うこと」、二つ目が「他者とコミュニケーションを
図ることができる力を養うこと」、三つ目が「社会の一員として、
積極的に社会に貢献できる力を養うこと」である。  
小 田 原 の 子 ど も た ち に は 、 こ の お だ わ ら っ 子の 約 束 を 守 る こ
と に よ っ て、 今 申 し 上げ た 三 つ の力 を 身 に つけ 、 個 人 とし て 自
律 す る と とも に 、 立 派な 社 会 人 とし て 成 長 し、 一 人 ひ とり が 幸
せになってほしいと願うものである。  

守

屋 
４ 

教

育

長 

おだわらっ子の約束
は、どのように普及さ
せていく考えか。 

こ の お だ わら っ 子 の 約束 は 作 る だけ で な く 、子 ど も た ち に 知
ってもらい、実践してもらうことが最も大切なことである。  
学 校 関 係 者 や 地 域 住 民 、 保 護 者 、 生 徒 の 代 表者 、 公 募 市 民 等
で構成され、このおだわらっ子の約束を提言していただいた「お
だ わ ら っ 子の 約 束 策 定委 員 会 」 から は 、 市 立小 中 学 校 への 看 板
の 設 置 や 、シ ン ボ ル マー ク を 作 成し て の 普 及啓 発 、 推 進委 員 会
等による事業展開のチェックなど、普及・活用の方法ついても、
様々な提言をいただいている。  
教育委員会としては、この提言をできるだけ尊重する形で、周知活用の実
践活動につなげていきたいと考えている。 

 

守

屋 
５ 

教

育

長 

子どもよりも、親や
大人の再教育の方が必
要ではないか。 

近年は大人たちによる心無い行動が目に留まることもあり、子どもを教育
すべき大人たちにも範を示してもらいたいと感ずることがある。 
このおだわらっ子の約束を策定する作業の中でも、幾度か、同様のご意見
をいただいたところである。 
あらためて、この約束を読み返すと、私自身、自分は果たしてすべて守れ
ているか、身が引き締まる思いがする。 
親や大人たちが、この約束を子どもたちに語り継いでいくときに、私自身
がそうであるように、きっと大人たちも振り返るきっかけになるであろうと
期待しているところである。 
そして、この約束を身につけた子どもが成長して、親になったとき、次は
自分の子どもたちに伝えていく、そのような運動に広がって、10 年後、20
年後の明るい未来の礎になってほしいと願っているところである。 

 

※ 代表質問 ※ 代表質問 



谷

神 
６ 
市

長 

小 田 原 城 の 今 後
の 整 備 は ど の よ う
な計画なのか。  

小 田 原 城 の整 備 に つ いて は 、 大 手筋 に あ た る馬 出 門 桝 形 及 び
馬屋曲輪の整備を実施している。  
そ の後の整備は、「史跡小田原城跡本丸・二の丸整備基本構想」
の 中 で 短 期計 画 に 位 置付 け て い る「 大 手 筋 及び 本 丸 の 整備 を 重
点 的 に 行 うと と も に 、二 の 丸 主 部及 び 御 用 米曲 輪 等 の 整備 」 を
実施していくことになる。  
具 体的には、そのときどきの財政状況等も考慮しながら、国・
県 や 史 跡 小田 原 城 跡 調査 ・ 整 備 委員 会 な ど 関係 機 関 と 調整 ・ 検
討 を 行 い 、市 の 総 合 計画 に 位 置 付け て 実 施 して い き た いと 考 え
ている。  
 

谷

神 
７ 
市

長 

放 課 後 児 童 ク ラ
ブ に つ い て 「 開 設
時 間 の 延 長 や 指 導
員 の 資 質 の 向 上 な
ど 、 運 営 面 で の 充
実 を 図 っ て い く 」
と あ る が 、 具 体 的
に は ど の 程 度 の 時
間 延 長 を 考 え て い
るのか。 
 

開 設 時間の延長については、平成 17 年 度 及び平成 18 年 度 に 4
ク ラブずつ試行的に実施した。  
ま た、保護者アンケートの結果では、5 割 のかたが延長を希望
している。  
こ のようなことから、平成 19 年 4 月 から閉所時間を 30 分 延
長 し、午後 6 時 30 分 ま で とすることを考えている。  

谷

神 
８ 
市

長 

指 導 員 の 資 質 の
問 題 と し て 、 市 民
か ら ど の よ う な 要
望 が あ る の か 、 ま
た 、 ど う い う 点 に
つ い て 向 上 さ せ て
い く こ と が 必 要 と
考えているのか。  

指 導 員 の 資 質 に 関 す る 要 望 と し て は 、 主 に 、教 員 免 許 や 保 育
士等の資格保持者を雇用してほしいという内容がある。  
し か し な が ら 、 指 導 員 の 雇 用 に つ い て は 、 応募 者 も 少 な く 人
材確保が困難な状況である。  
現 在雇用している指導員の中で、教員免許や保育士等約 3 分
の 1 の か たが有資格者である。  
今 後 は 、 こ れ ら 有 資 格 者 も 含 め て 、 全 指 導 員に 対 し て 面 談 な
ど を 行 な うと と も に 、新 た な 執 務マ ニ ュ ア ルを 基 に 研 修会 を 行
い 、 児 童 に対 す る 指 導力 等 の 向 上に 努 め て まい り た い と考 え て
いる。  
 

谷

神 
９ 
市

長 

図 書 館 年 間 利 用
者 （ 貸 出 者 ） の 利
用 状 況 の 停 滞 と し
て 、 蔵 書 が 新 し く
な い こ と や 本 離 れ
が 原 因 で は な い か
と 思 う が 、 改 善 を
図 る こ と を 検 討 し
ているか。  
 

図 書 館 で は 、 従 前 の 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア養 成 講 座 の 開 催
に加え、平成 18 年 度 に は、中・高校生のためのコーナーを新設
し、比較的利用の少ないヤング年代の利便性の向上を図った。
さらに、19 年 度 には、子どもの読書活動推進講演会を新規に開
催 す る と とも に 、 イ ンタ ー ネ ッ ト予 約 シ ス テム や 図 書 館ネ ッ ト
ワ ー ク の 拡充 に よ り 、利 便 性 の 向上 等 が 図 られ る こ と から 、 利
用者の停滞状況が改善されると考えている。  

谷

神 

1

0 

市

長 

新 た に 作 る べ き
市 立 図 書 館 の あ り
方 に つ い て 、 検 討
委 員 会 の 設 置 を 図
る べ き 段 階 で は な
い か と 考 え る が 、
新 館 建 設 の 見 通 し
に つ い て 伺 い た
い。  

市 立図書館は、国指定史跡小田原城跡内に所在しており、「史
跡小田原城跡本丸・二の丸整備基本構想」の長期計画において、
史跡外に移転すべき施設に位置付けられている。  
市 立図書館の問題については、財政状況、市民ニーズや生涯学
習 施 設 全 体の 機 能 の 再編 等 、 こ れら を 総 合 的に 勘 案 し 、検 討 し
てまいりたいと考えているところである。  
こ のような状況にあるため、移転の時期が明確になった段階で
検討委員会の設置も視野に入れてまいりたいと考えている。  
 

谷

神 
11 
教

育

長 

学 校 教 育 ル ネ ッ
サ ン ス は 新 規 事 業
が 多 く 、 教 員 の 多
忙 化 を 招 く 要 因 と
ならないか。  

学 校教育ルネッサンスは、昨年 9 月 に実施した「小中学生の
教 育 に 関 する 市 民 満 足度 ・ 重 要 度調 査 」 の 結果 を 反 映 した 事 業
計画となっている。  
ご 指 摘 の と お り 、 新 規 事 業 の 多 い 内 容 と な って い る が 、 集 中
と 選 択 に より 事 業 の 見直 し を し てお り 、 大 きく 負 担 が 増す こ と
に は な ら ない と 考 え てい る 。 教 員の 研 修 事 業等 に つ い ては 、 市
役所ではなく、学校現場において実施できるよう計画しており、
ま た 、 他 の新 規 事 業 につ い て も 、学 校 だ け では な く 、 家庭 や 地
域 と の 協 力・ 連 携 の もと 進 め て いく こ と で 、教 員 の 負 担は 軽 減
できるものと考えている。  
い ず れ に し て も 、 教 員 の 負 担 を 軽 減 し 、 子 ども と 向 き 合 う 時
間 を 確 保 する こ と は 、教 育 現 場 にお い て は 大変 重 要 な こと と 捉
えているので、十分、配慮して進めてまいりたい。  
 



谷

神 
12 
教

育

長 

お だ わ ら っ 子 の
約束は、普及させ、
実 践 し て い く た め
に 、 ど の よ う な 取
組 を 進 め て い く 考
えか。   

粋 誠 会 27 番 守 屋議員の代表質問にもお答えしたが、学校関係
者 や 地 域 住民 、 保 護 者、 生 徒 の 代表 者 、 公 募市 民 等 で 構成 さ れ
た 「 お だ わら っ 子 の 約束 策 定 委 員会 」 か ら は、 市 立 小 中学 校 へ
の 看 板 の 設置 や 、 シ ンボ ル マ ー クに よ る 普 及啓 発 の ほ か、 配 布
用 の カ ー ドの 作 成 、 ＰＴ Ａ や 青 少年 団 体 の 活動 で の 取 組み な ど
様々な提言をいただいている。  
教 育 委 員 会 と し て は 、 こ の 提 言 を で き る だ け尊 重 す る 形 で 、
今 後 、 関 係団 体 で 構 成す る 推 進 委員 会 等 を 設置 し て 協 議し な が
ら 、 学 校 、家 庭 、 地 域が 連 携 し て進 め て ま いり た い 。 そし て 、
大 人 た ち が同 じ こ と を語 り か け 、子 ど も た ちは 常 に 心 掛け る こ
とで、小田原の子どもたちの心に残してあげたいと考えている。
 

中

島 
13 
市

長 

子どもたちへの教育
的視点での取り組みに
ついて、童謡の活用を
どのように考えている
のか。 

 

童謡は、子どもたちの感性や想像力を育むとともに、家庭や地域で
世代を超えた交流を生み出すことができるものである。  
そこで平成 19 年度は、小田原ゆかりの曲を集めた歌集「おだわら
っこ心のハーモニー」を昨年に引き続き、小学校の新 1 年生に配布
するとともに、本年の「全国童謡フェスティバル～白秋 IN 小田原」
で誕生した新作童謡のＣＤ等を、市内の幼稚園、保育所及び小中学
校に配布して、教育現場での活用を図るほか、市内音楽団体等の協
力もお願いし、家庭や地域での童謡の普及に努める予定である。  

 

中

島 
14 
市

長 

文化的資産の活用と
まちおこしという視点
で、どのような取り組
みを考えているのか。 

本市は、北原白秋が多くの童謡作品を創作した地であり、また「め
だかの学校」や「おさるのかごや」等、ゆかりの童謡も数多くある。 
市では、これまで、童謡フェスティバルの開催のほか、白秋童謡館
や、荻窪用水における「めだかの学校」の整備等を行い、「童謡のま
ち小田原」をＰＲし、市外からも多数の方が訪れている。  
平成 19 年度には、市職員による研究会を設け、市や民間において、
これまでに行われてきた事業を研究しつつ、「童謡のまち小田原」を
全国にＰＲしていく方策を探っていく予定である。  

 

中

島 
15 
市

長 

8 回 を 重 ね た 城
下 町 お だ わ ら ツ ー
デ ー マ ー チ ら し い
特 徴 に つ い て ど う
感 じ て い る か 伺 い
たい。  

城 下町おだわらツーデーマーチは、全国でもまれな 1 市 3 町
の 広域連携により運営されている。  
コ ー ス に つ い て も 、 箱 根 の 鎌 倉 古 道 や 小 田 原城 総 構 な ど 、 関
係 市 町 で 連携 を 取 り なが ら 、 地 域の 特 性 を 生か し た 設 定を す る
こ と で 、 西さ が み の 新た な 魅 力 を再 発 見 で きる と 、 多 くの 参 加
者 か ら 好 評を 博 し て おり 、 今 で は、 全 国 で も屈 指 の ツ ーデ ー マ
ーチに成長したと思っている。  
 

中

島 
16 
市

長 

第 4 回 大会から
西 さ が み 連 邦 共 和
国 連 携 事 業 と な っ
たが、箱根、真鶴、
湯河原の 3 町 の 受
け 入 れ 体 制 に つ い
て伺いたい。  

城 下 町 お だ わ ら ツ ー デ ー マ ー チ は 、 西 さ が み連 邦 共 和 国 の 建
国を機に、第 4 回 大会から箱根コースと湯河原真鶴コースを加
え、 1 市 3 町 による連携事業として大会規模が拡大した。  
準 備 段 階 か ら コ ー ス の 見 直 し や ス タ ッ フ の 配置 な ど 円 滑 な 大
会運営に向けて、1 市 3 町 が連携を密にし、各コースで地域住民、
体 育 関 係 団体 な ど が 自発 的 に 大 会ス タ ッ フ とし て 運 営 にあ た っ
ている。  
 

中

島 
17 
市

長 

ボ ラ ン テ ィ ア で
参 加 し て い る 市 民
ス タ ッ フ の 協 力 意
識 に つ い て 伺 い た
い。  

第 8 回 大会では、大会運営や事前のコース清掃などに、多く
の市民ボランティアや、新たに小中学生が参加している。  
コ ー ス 途 中 の 各 休 憩 所 に は 、 毎 回 、 多 く の ウオ ー カ ー が 給 水
な ど で 立 ち寄 る が 、 地元 の 方 々 が笑 顔 で 参 加者 の も て なし を 引
き受けてくれている。  
ま た 、 大 会 を 通 じ 、 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア 等 か ら貴 重 な ご 意 見 を
寄 せ ら れ るこ と も あ り、 あ ら た めて 城 下 町 おだ わ ら ツ ーデ ー マ
ー チ が 多 くの 方 々 に 支え ら れ て いる こ と に 対し て 深 く 感謝 し て
いる。  
 

中

島 
18 
市

長 

今 回 か ら 障 害 者
が 参 加 で き る 体 制
が 整 っ た よ う だ
が 、 問 題 点 な ど に
ついて伺いたい。  

城 下町おだわらツーデーマーチは、今回、6ｋ ｍファミリーコ
ー ス に 障 害 者 対 応 の 仮設 ト イ レ を設 置 し た こと や 、 障 害者 に 随
行 す る 介 護ス タ ッ フ を配 置 し た こと で 、 こ れま で 問 題 とな っ て
い た 点 が 解消 さ れ た ため 、 参 加 され た 視 覚 障害 者 の 方 や車 椅 子
の方がそれぞれのコースを完歩することができた。  
今 後 も 、 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 視 点 に 立 ち、 多 く の コ ー ス
に 障 害 者 が安 心 し て 参加 で き る よう な 体 制 づく り に 努 力し て ま
いりたい。  
 



中

島 
19 
市

長 

実 施 に か か る 経
費 の 財 源 及 び 今 後
に つ い て 伺 い た
い。  

ツ ーデーマーチにかかる経費は、主に 1 市 3 町 からの負担金、
民間企業等からの協賛金、参加料で賄われている。  
今 後 は 、 さ ら な る 広 域 連 携 を も 視 野 に 入 れ なが ら 、 民 間 企 業
か ら の 協 賛の 範 囲 を 広げ 、 障 害 者は 勿 論 、 小・ 中 学 生 など に も
気 軽 に 参 加し て も ら い、 自 然 や 歴史 ・ 文 化 を肌 で 感 じ ても ら え
る よ う な 魅力 あ る 城 下町 お だ わ らツ ー デ ー マー チ に し てま い り
たい。  

小

松 
20 
教

育

長 

こ こ 3 年 間の「こ
と ば の 教 室 」 へ の
通 級 者 数 と 通 級 希
望 者 の 状 況 を 伺 い
たい。  

こ と ば の 教 室 は 、 新 玉 小 学 校 と 下 府 中 小 学 校に 設 置 さ れ て お
り 、 保 護 者か ら 入 級 希望 が 出 さ れる と 、 教 育相 談 、 入 級審 査 を
経て入級が決定する。  
昨 年度は、新玉小学校で 34 名 、 下 府中小学校で 31 名 の 児童
が、今年度は、それぞれ 33 名 の 児 童が、通級による指導を受け
ている。  
来 年度は、現時点では、新玉小学校 31 名 、 下 府中小学校 33
名 が 通級する予定である。  
な お、ここ 3 年 間で、ことばの教室の入級を申請したのに入
級ができないという児童はいない。  

小

松 
21 
教

育

長 

今 後 、「 こ と ば
の 教 室 」 へ の 通 級
希 望 者 が 増 え た 場
合 の 対 応 を 伺 い た
い。  

現 在、新玉小学校と下府中小学校で合わせて 6 名 の教員が「こ
とばの教室」での指導に当たっている。  
今 後 通 級 希 望 者 が 増 え た 場 合 で も 、 そ れ ぞ れの 「 こ と ば の 教
室」に 40 名 、 あわせて 80 名 程 度 までは、現在の体制で十分対
応ができると考えている。  

小

松 
22 
市

長 

学 校 ト イ レ に つ
い て 、 洋 式 化 を は
じ め と し た 改 修 を
進 め る べ き で は な
いか。  

学 校トイレを大規模に改造する場合には、国庫補助を活用し、
順 次 、 便 器の 洋 式 化 やバ リ ア フ リー 化 な ど 、大 規 模 な 改修 工 事
を実施しており、平成 19 年 度 においては、千代小学校及び矢作
小学校の改修工事を予定している。  
全 て の 小 中 学 校 に 洋 式 便 器 は 設 置 済 み で あ るが 、 洋 式 便 器 の
占める割合は、小学校で 21.5 パ ー セント、中学校で 17.2 パ ー
セ ントとなっている。  
な お 、 ご 指 摘 を い た だ い た 早 川 小 学 校 の 運 動場 ト イ レ に つ い
て は 、 薄 暗さ を 解 消 する た め 、 現在 照 明 器 具の 増 設 工 事を 施 工
しているところである。  
今 後 も 、 学 校 等 か ら の 施 設 改 善 や 整 備 の 要 望を 踏 ま え た 上 、
便 器 の 洋 式化 を 含 め たト イ レ 整 備を 計 画 的 ・効 率 的 に 推進 し て
まいりたい。  

小

松 
23 
市

長 

職 員 室 等 へ の エ
ア コ ン 設 置 を 進 め
る べ き で は な い
か。  
 

学 校 施 設 の エ ア コ ン 設 置 に つ い て は 、 学 校 から の 要 望 に 基 づ
き 、 日 当 たり や 風 通 し等 の 立 地 条件 を 勘 案 した 上 で 、 順次 整 備
を行っており、平成 17 年 度 には「市民が選ぶ予算の使い道」制
度 を 活 用 して 、 全 小 中学 校 の 保 健室 に エ ア コン を 設 置 した と こ
ろである。  
ま た、職員室へのエアコン設置についても、学校 5 日 制や 2
学 期 制 の 導 入 に 伴 い 、 教 職 員 の 出 勤 増 に 対 応す る た め 、順 次 整
備を進めており、平成 18 年 度 は、城北中学校の管理諸室にエア
コンを設置したところである。  
平 成 19 年 度 は、大窪小学校と下曽我小学校のパソコン教室及
び 職 員 室 、矢 作 小 学 校の パ ソ コ ン教 室 に 設 置す る と と もに 、 現
在未設置の中学校 10 校 の 管理諸室に、リース契約によりエアコ
ンを設置する予定である。  
今 後 も 児 童 生 徒 の 安 全 確 保 や 学 校 環 境 改 善 を最 優 先 に 考 え 、
よりよい学校施設づくりに努めてまいりたい。  

小

松 
24 
教

育

長 

小 田 原 市 内 の
小 ・ 中 学 校 に お け
る 昨 年 度 と 今 年 度
の い じ め の 件 数 に
ついて伺いたい。  

文 部 科 学 省 が 毎 年 、 年 度 末 に 実 施 し て い る 「児 童 ・ 生 徒 の 問
題 行 動 等 生徒 指 導 上 の諸 問 題 に 関す る 調 査 」に お け る 小田 原 市
内のいじめの件数は、平成 17 年 度 は、小・中学校合わせて 15
件 と なっている。  
今 年度については、この調査はまだ行われていないが、 11 月
に 小 田 原 市 で 「 い じ め や 悩 み に つ い て ア ン ケー ト や 教 育相 談 で
明らかになった件数」として独自調査を実施したところ、約 570
件 の 報 告 が あ っ た 。 こ れ は 、 文 部 科 学 省 の いじ め の 基 準に こ だ
わ ら ず に 調査 し た 結 果の 件 数 で あり 、 幅 広 い内 容 の も のを 含 ん
で お り 、 子ど も た ち の悩 み を 浮 き彫 り に し た数 と し て 受け 止 め
たいと考えている。  



小

松 
25 
教

育

長 

小 田 原 市 で こ れ
ま で に 行 っ て き た
い じ め へ の 具 体 的
な 対 応 に つ い て 伺
いたい。  

い じめへの対応については、 10 月 に 全国的ないじめによる自
殺報道を受けて、各学校に対して「児童・生徒の状況の把握」「自
他 の 生 命 を 尊 重 す る 教 育 の 推 進 」「 教 職 員 の 言 動 に つ い て の 再
確 認 」 を する よ う 通 知す る と と もに 、 臨 時 校長 会 議 で 私か ら 全
校長に、いじめへの緊急の対策について指示をした。  
さ ら に 、 私 か ら 全 小 ・ 中 学 生 と 保 護 者 に あ てて の メ ッ セ ー ジ
を送り、「いじめなんでも相談室」を設置した。  
各 学 校 で は 、 ア ン ケ ー ト や 教 育 相 談 な ど を 実施 し 、 児 童 ・ 生
徒 の い じ めや 悩 み な どの 把 握 に 努め る と と もに 、 そ の 解決 に 向
けた対応をしているところである。  
ま た、教育委員会では、「いじめ問題緊急対策会議」を開催し、
緊 急 の 提 言と し て 「 いじ め を 防 止す る た め に」 と い う リー フ レ
ットを作成した。このリーフレットについては、 12 月 に 、小・
中 学 校 の 全 保 護 者 と 教 職 員 に 配 布を し 、 地 域に も 回 覧 をし た 。
現 在 、 こ の提 言 を 受 けて 、 具 体 策の 実 践 化 を進 め て い ると こ ろ
である。  

原

田 
26 
市

長 

平 成 19 年 度 の入
所 申 込 み 状 況 は ど
う か 。 ま た 、 手 狭
に な っ た 学 童 保 育
の 部 屋 の 拡 張 な ど
設 置 基 準 の 策 定 、
指 導 員 の 常 勤 複 数
配 置 、 労 働 条 件 の
改 善 な ど 環 境 整 備
を 推 進 す る こ と が
必要ではないか。  

新 年度の申込み状況は、本年 2 月 5 日 現在で 1,136 人 あ り、
平成 18 年 度 当初の児童数より 104 人 多 い状況である。  
ま た 、 手 狭 に な っ た 学 童 保 育 の 部 屋 の 拡 張 につ い て は 、 国 の
基準に基づき、学校側と協議し対応しているところである。  
な お 、 指 導 員 の 常 勤 複 数 配 置 及 び 労 働 条 件 の改 善 な ど 環 境 整
備 に つ い ては 、 大 勢 の児 童 を 安 全に 預 か る 業務 の た め 、指 導 員
の健康面に配慮し、1 日 の勤務時間が 6 時 間以上にならないよう
複数配置している。  

原

田 
27 
市

長 

放 課 後 児 童 ク ラ
ブ の 対 象 学 年 の 拡
大 に 関 す る 要 望 に
つ い て は 、 ど の よ
う に 考 え て い る の
か。  

国 が平成 19 年 度 から実施するよう指導している「放課後子ど
もプラン推進事業（案）」にうたわれている「放課後子ども教室」
の 実 施 に つい て 協 議 する た め 、 教育 委 員 会 関係 各 課 に よる 検 討
委員会を立ち上げたところである。  
放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 対 象 学 年 拡 大 に つ い て も、 こ の 検 討 委 員
会 の 中 で 併せ て 調 査 ・研 究 し て まい り た い と考 え て い るの で 、
ご理解いただきたい。  
 

原

田 
28 
市

長 

児 童 館 に つ い て
は 、 モ デ ル 地 域 を
設 定 し 、 開 設 し て
い く べ き で は な い
か。  

児 童 館 は 、 青 少 年 の 健 全 育 成 の 上 か ら も 有 効な 施 設 で あ る と
認 識 し て いる が 、 現 段階 で は 、 ご指 摘 の 専 用の 児 童 館 を開 設 す
ることは、難しい状況にある。  
し か し な が ら 、 児 童 館 の 開 設 に つ い て は 、 関係 団 体 と も 協 議
し な が ら 引き 続 き 検 討し て ま い りた い と 考 えて お り ま すの で 、
ご理解いただきたい。  
 

原

田 
29 
教

育

長 

全 国 学 力 ・ 学 習
状 況 調 査 に つ い
て 、 公 表 の 仕 方 に
よ っ て は 各 校 の 序
列 化 に つ な が る こ
と が 懸 念 さ れ る の
で 、 市 と し て 実 施
を 見 合 わ せ る べ き
だ と 思 う が 、 見 解
を伺いたい。  

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の 目 的 は 、 各 地 域 にお け る 児 童 生 徒
の 学 力 ・ 学習 の 状 況 を把 握 ・ 分 析す る こ と によ り 、 各 教育 委 員
会 は 教 育 施策 に 、 各 学校 は 児 童 生徒 の 指 導 や学 習 の 改 善に つ な
げることとされている。  
ま た 、 結 果 の 公 表 に つ い て は 、 国 の 方 針 と して 、 国 全 体 、 各
都 道 府 県 、地 域 の 規 模別 に 調 査 結果 を 公 表 する も の の 、個 々 の
市 町 村 名 や学 校 名 を 明ら か に し た公 表 は 行 わな い 等 、 学校 間 の
序列化や過度な競争につながらないよう配慮している。  
小 田 原 市 に お い て も 、 そ の 目 的 を 考 え る と 調査 の 意 味 は 大 き
い と 考 え てお り 、 全 国学 力 ・ 学 習状 況 調 査 を実 施 す る 予定 で あ
る。  
 

原

田 
30 
教

育

長 

日 の 丸 ・ 君 が 代
の 強 制 や 愛 国 心 通
知 票 の 実 施 は す べ
き で な い と 思 う が
どうか伺いたい。  

学 校 に お け る 国 旗 ・ 国 歌 の 指 導 に つ い て は 、学 習 指 導 要 領 に
お い て 、 児童 生 徒 に その 意 義 を 理解 さ せ 、 諸外 国 の 国 旗と 国 歌
も 同 様 に 尊重 す る 態 度を 育 て る と示 さ れ て おり 、 本 市 でも 、 こ
れに基づいて指導している。  
ま た 、 現 在 、 市 内 の 小 ・ 中 学 校 に お い て 、 愛国 心 を 評 価 す る
ようなことは行っていない。  
 



原

田 
31 
教

育

長 

30 人 学 級実現を
さ ら に 推 進 す べ き
と 思 う が ど う か 伺
いたい。  

現 在、小・中学校においては、基本的に 40 人 学 級編制である
が、本市では、小学校 1 年 生において、 35 人 以 下の少人数学級
編制を実施している。さらに、30 人 を 超 え 35 人 以 下の学級のあ
る 学 校 に は 、 ス タ デ ィ・ サ ポ ー ト・ ス タ ッ フを 配 置 し 、実 質 的
な 30 人 学 級 化を実現している。  
ま た、小学校 2 年 生 においても、 35 人 を 超える学級を持つ学
校にもスタッフを配置している。  
市 と し て 、 子 ど も 一 人 ひ と り に 応 じ た 教 育 のよ り 一 層 の 充 実
を め ざ し 、こ れ ま で も、 ス タ デ ィ・ サ ポ ー ト・ ス タ ッ フ事 業 の
拡大を図り、大きな成果を上げており、平成 19 年 度 も同様に本
事業を継続していく予定である。  
今 後 も 、 国 や 県 に 教 員 の 増 員 な ど を 要 望 し 、子 ど も 一 人 ひ と
り に 応 じ たき め 細 か な指 導 の 充 実を 図 っ て いけ る よ う 、研 究 を
進めていきたいと考えている。  

原

田 
32 
市
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早 川 小 学 校 の 校
舎 リ ニ ュ ー ア ル 工
事 は ど の よ う な 内
容 で 実 施 し て い く
のか。  

平 成 16、17 年 度 において白山中学校をモデル校とした校舎リ
ニ ュ ー ア ルを 実 施 し たが 、 現 在 、学 校 や 保 護者 、 地 域 住民 の 意
見を聞きながら、評価検証をしているところである。  
早 川小学校においては、3 月 下旬には「早川小学校校舎リニュ
ー ア ル 推 進部 会 」 を 立ち 上 げ 、 白山 中 学 校 校舎 リ ニ ュ ーア ル の
検証結果を参考にしながら、推進部会や専門家の意見を反映し、
外壁や多目的教室等の改修に着手する予定である。  
 

原
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2 学 期 制 の 導 入
や 夏 休 み に お け る
学 習 な ど か ら 普 通
教 室 や 管 理 諸 室 に
エ ア コ ン の 設 置 を
進 め て い く べ き と
考えるがどうか。  
 

学 校 施設のエアコン設置については、公明党 20 番 小 松議員の
代 表 質 問 に も お 答 え し た が 、 パ ソコ ン 教 室 や管 理 諸 室 等か ら 順
次、整備を進めており、平成 17 年 度 には「市民が選ぶ予算の使
い 道 」 制 度を 活 用 し て、 全 小 中 学校 の 保 健 室に エ ア コ ンを 設 置
し、平成 18 年 度 では城北中学校の管理諸室にエアコンを設置し
たところである。  
平 成 19 年 度 は、大窪小学校と下曽我小学校のパソコン教室及
び 職 員 室 、矢 作 小 学 校の パ ソ コ ン教 室 に 設 置す る と と もに 、 現
在未設置の中学校 10 校 の 管理諸室に、リース契約によりエアコ
ンを設置する予定である。  
普 通教室については、今後の検討課題とさせていただきたい。
 

原

田 
34 
市
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学 校 管 理 費 を 増
や し 、 学 校 か ら の
要 望 に 応 え 、 教 育
環 境 整 備 の 充 実 を
図 る べ き で は な い
か。  
 

学 校 管理費については、子ども達の安全確保を最優先に考え、
耐 震 補 強 や外 壁 改 修 工事 を 進 め ると と も に 、便 所 改 修 や空 調 設
備の整備など、教育環境の整備に努めている。  
ま た、平成 19 年 度 においては、早川小学校の校舎リニューア
ル 工 事 に 着手 し 、 外 壁等 の 改 修 や新 し い 教 育理 念 に 対 応し た 教
室改修を実施することとしている。  
工 事 請 負 費 と 工 事 関 連 の 委 託 料 を あ わ せ た 学校 施 設 の 整 備 費
は、3 億 6 千 万円余と前年度より 2.3 パ ー セント増額となってい
る。  
今 後も引き続き学校施設の整備、充実に努めてまいりたい。
 

原

田 
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教

育
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調 理 業 務 を 委 託
す る と 、 学 校 栄 養
職 員 は 指 示 を 出 す
だ け で 、 直 接 調 理
に 携 わ る こ と が で
き な い こ と か ら 、
若 い 学 校 栄 養 職 員
は 育 た な く な る の
ではないか。  

調 理 業 務 を 委 託 化 し て い る 学 校 の 栄 養 職 員 は、 月 ご と の 献 立
表 を 作 成 し、 調 理 員 が同 席 の も と現 場 責 任 者へ 作 業 指 示書 を 示
し、月ごと・週ごと・日ごとに調理の指示を行っている。  
更 に 、 学 校 栄 養 職 員 は 業 務 開 始 前 の 打 ち 合 わせ に も 立 会 う と
と も に 、 調理 作 業 中 も直 接 責 任 者に 調 理 指 導を し 、 味 も直 接 確
認するなど、現場の指導者として業務を遂行している。  
こ の 他 に も 、 学 校 栄 養 職 員 は 現 場 責 任 者 や 会社 の 巡 回 指 導 者
と の 連 携 に努 め る ほ か、 指 示 が 徹底 で き る よう 調 理 や 衛生 に つ
い て 、 学 校栄 養 士 研 究会 や ブ ロ ック 献 立 研 究会 等 で 研 鑚を 積 ん
で お り 、 調理 業 務 を 委託 化 し て も、 学 校 栄 養職 員 の 育 成に 問 題
はないと考えている。  
 



原
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食 育 は 教 育 の 一
環 で あ り 、 学 校 栄
養 職 員 と 調 理 員 が
教 師 と 力 を 合 わ せ
て 取 り 組 む こ と が
大 切 だ が 、 調 理 業
務 を 委 託 す る と 連
携 が う ま く 取 れ な
い の で は な い か 。
と り わ け 、 自 校 方
式 の 民 間 委 託 は 避
け る べ き で は な い
か。  

学 校給食は、成長期の子どもたちの望ましい食習慣の育成や、
食事のマナーを体得することなどを目的に行なわれている。  
ま た 、 学 校 給 食 は 食 育 の た め の 生 き た 教 材 とな る こ と か ら 、
教 員 や 学 校栄 養 職 員 が給 食 の 時 間や 教 科 、 行事 等 で 、 食に 関 す
る指導を行っている。  
本 市においては、学校給食で地場産品を積極的に使用したり、
学 校 栄 養 職員 が 特 別 非常 勤 講 師 制度 を 活 用 した 食 育 授 業を 行 う
など、食育の推進に努めている。  
民 間 委 託 業 者 の 調 理 員 も 、 小 田 原 市 教 育 委 員会 が 実 施 し て い
る 学 校 給 食関 係 者 研 修会 や 、 給 食週 間 等 の 学校 行 事 へ 参加 す る
ほ か 、 調 理員 の 顔 の 見え る 給 食 を推 進 す る など 、 自 校 方式 に お
いても連携を図りながら食育推進の一翼を担っている。  
 

原

田 
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学 校 施 設 の 耐 震
化 の 状 況 は ど の よ
う に な っ て い る の
か。  

小 中学校の校舎においては、耐震診断はすべて完了しており、
中学校については耐震補強工事も完了している。  
耐 震補強工事が未完了の小学校 3 校 （桜井、酒匂、曽我）の
うち 2 校 が平成 19 年 度 中に完了する予定である。  
ま た、屋内運動場については、平成 18 年 度 で 小中学校の耐震
診断はすべて完了し、平成 19 年 度 に小学校 3 校（ 桜井、下府中、
曽我）と中学校 5 校 （ 白鴎、白山、城南、鴨宮、千代）におい
て耐震補強設計及び耐震評価取得を実施する予定である。  
屋 内 運 動 場 の 耐 震 補 強 工 事 に つ い て は 耐 震 診断 の 結 果 、 補 強
工事が必要な小学校 13 校 、中学校 11 校 の う ち 10 校 が 完了して
いる。  
今 後 も 、 早 期 に 耐 震 補 強 工 事 が 完 了 で き る よう 、 順 次 、 整 備
を進めてまいりたい。  
 

井

原 
38 
市

長 

八 幡 山 古 郭 東 曲
輪 の 整 備 の 内 容 に
ついて  

八 幡山古郭東曲輪は、平成 19 年 度 から平成 21 年 度 ま での 3
箇 年かけて史跡公園として整備を行う予定である。  
平 成 19・ 20 年 度 には、人為的に形成された急斜面からの史跡
の保護と隣接する住民の安全確保のため、斜面対策工事を行う。
平成 21 年 度 には、上段まで登る園路を整備し、広場には、転
落防止柵・史跡説明板や腰掛けなどを設置する。  
な お、整備にあたっては、景観的な面も配慮した緑化を行う。
 

井

原 
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市
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八 幡 山 古 郭 ・ 総
構 全 体 を ど の よ う
に 整 備 を し て い く
のか。  

平 成 19 年 度 から、保存・管理計画策定の基礎となる測量を実
施する予定である。  
そ の 後 、 史 跡 の 活 用 上 重 要 で あ り 、 ま た 将 来に わ た っ て 保 存
す べ き 土 地に つ い て は、 従 来 の 保存 管 理 計 画を ふ ま え なが ら 、
箇 所 を 定 めて 優 先 度 や土 地 所 有 者の 意 向 な ども 勘 案 し なが ら 、
公有化を含め、保存管理の方策を定めていく。  
ま た 、 具 体 的 に は 、 重 要 な 遺 構 が 残 る 箇 所 を史 跡 公 園 等 と し
て 整 備 し 、回 遊 す る 散策 ル ー ト を設 定 す る など 、 八 幡 山古 郭 ・
総構の遺構を体感できるよう整備してまいりたい。  
 

井

原 
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清 閑 亭 土 塁 の 国
指 定 史 跡 並 び に 清
閑 亭 の 国 登 録 有 形
文 化 財 に 指 定 ・ 登
録 と な っ た 経 緯 に
ついて伺いたい。  

清 閑亭土塁は、昭和 50 年 に 小田原市文化財保護委員会から、
国史跡に指定するように答申され、昭和 51 年 に は「史跡小田原
城址保存管理計画策定報告書」において、「永久保存を促進し、
史 跡 景 観 を積 極 的 に 整備 す る 」 箇所 に 位 置 付け ら れ た 経緯 が あ
る。  
そ こ で 、 こ れ ま で 史 跡 の 指 定 に つ い て 所 有 者に お 願 い し て き
た と こ ろ であ る が 、 同意 が 得 ら れた の で 、 追加 指 定 の 申請 を 行
い、平成 18 年 1 月 26 日 付 けで史跡小田原城跡に追加指定され
た。  
ま た 、 建 物 に つ い て は 、 歴 史 的 文 化 的 価 値 が認 め ら れ る こ と
か ら 、 古 き良 き 建 造 物を 残 し て ゆく 制 度 で ある 国 の 登 録有 形 文
化財制度に基づき登録申請を行い、平成 17 年 7 月 12 日 付 けで、
その一部が国の登録有形文化財に登録されたものである。  
 



井
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今 後 、 清 閑 亭 土
塁 並 び に 清 閑 亭 を
ど の よ う に 活 用 し
ていくのか。  

当 該地については、戦国時代の小田原城である「三の丸外郭」
の 南 側 の 一角 に 位 置 し、 土 塁 の 遺構 が よ く 残っ て い る 場所 で あ
る。  
国 指 定 史 跡 と し て 保 存 ・ 活 用 す る こ と が 大 前提 で あ り 、 小 峯
御 鐘 ノ 台 大堀 切 東 堀 をは じ め と した 八 幡 山 古郭 ・ 総 構 を散 策 す
る回遊ルートの一地点として位置付けてまいりたい。  
ま た 、 建 物 に つ い て は 、 そ の 価 値 が 損 な わ れな い よ う 、 維 持
管 理 を 行 うと と も に 、史 跡 と 一 体と な っ た 保存 ・ 活 用 を図 っ て
まいりたい。  
 

井
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改 正 教 育 基 本 法
や 、 教 育 再 生 会 議
の第 1 次 報 告につ
い て 、 教 育 委 員 会
と し て は 、 ど の よ
う に 受 け 止 め て い
るか。  

改 正 さ れ た 教 育 基 本 法 は 、 ｢人 格 の 完 成 ｣や ｢個 人 の 尊 厳 ｣な ど
に 、 ｢公 共 の 精 神 ｣を 重 ん じ 、 ｢伝 統 と 文 化 の 尊 重 ｣な ど の 理 念 が
加 え ら れ た の が 大 き な 変 更 点 で あっ た 。 ま た、 教 育 再 生会 議 の
第１次報告は、学力の向上、規範意識の徹底、教員の質の向上、
学 校 の 再 生、 社 会 総 がか り で の 教育 な ど が 、そ の 骨 子 のよ う で
ある。  
今 般、教育委員会からは、「躾、道徳、心の教育」や「学力の
向上」、「教員の資質向上」、「魅力ある学校づくり」の 4 本 を柱
と し 、 学 校 教 育 の 再 生 と 創 造 を 目指 す 「 小 田原 市 学 校 教育 ル ネ
ッサンス」に基づき、平成 19 年 度 予算を提案させていただいて
いる。  
期 せずして、改正教育基本法や教育再生会議の第 1 次 報告と、
重なる部分が多い結果となった。  
こ の学校教育ルネッサンスは、市民 3,000 人 を 対象に昨年実
施 し た 「 小 中 学 校 の 教育 に 関 す る市 民 満 足 度・ 重 要 度 調査 」 の
結 果 を 反 映し た も の であ る が 、 国に お い て 進も う と し てい る 所
と大筋において沿った内容となっていると考えている。  
引 き 続 き 、 国 の 動 向 に 注 意 す る と と も に 、 小田 原 市 民 の 意 向
を捉えながら、小田原市の学校教育行政を進めてまいりたい。
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教 科 内 容 の 削 減
に 伴 い 、 ゆ と り 教
育 が も た ら し た 学
力 低 下 の 問 題 が あ
る と 考 え る が 、 本
市 で は 、 学 力 向 上
に つ い て 、 ど の よ
う な 施 策 を 講 じ て
い く の か 伺 い た
い。  
 

現 在 、 学 力 低 下 を 懸 念 す る 声 が 数 多 く 聞 か れる が 、 教 育 委 員
会では、「学力向上」を重要な課題ととらえ、学校教育ルネッサ
ン ス の 大 きな 柱 と し て位 置 づ け 、積 極 的 に 取組 み た い と考 え て
いる。  
こ れ ま で に も 、 本 市 独 自 の 学 習 実 態 調 査 を 実施 し 、 そ の 結 果
を踏まえて作成した補助教材を各校で活用したり、2 学 期 制の実
施により授業時間数をさらに増やしたり、スタディ・サポート・
ス タ ッ フ の各 校 へ の 配置 や ス ク ール ・ ボ ラ ンテ ィ ア の 協力 に よ
り 、 子 ど も一 人 ひ と りに き め 細 やか な 指 導 を行 う な ど 、学 力 向
上対策に関わる事業を推進している。  
今 後 、 こ れ ら の 学 力 対 策 事 業 の 、 一 層 の 充 実を 図 っ て い く と
と も に 、 学力 向 上 に は教 員 の 授 業力 を 高 め るこ と が 必 要不 可 欠
で あ る こ とか ら 、 教 員の 資 質 を 高め る た め の「 教 職 員 アカ デ ミ
ー 構 想 」 に基 づ い た 研修 を 実 施 し、 児 童 ・ 生徒 の 、 さ らな る 学
力向上に努めていく。  
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全 国 学 力 ・ 学 習
状 況 調 査 を 実 施 及
び 結 果 へ の 取 組 み
を 、 ど の よ う に し
て い く か 伺 い た
い。  

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 は 、 全 国 一 斉 に 、 各校 に お い て 、 授
業時間の中で実施される。  
実 施 後 の 調 査 結 果 に つ い て 教 育 委 員 会 は 、 国・ 県 と 本 市 の 傾
向 を 比 較 ・分 析 し た もの や 、 国 から 提 供 さ れた 児 童 生 徒の 学 習
環 境 と 学 力の 相 関 関 係の 分 析 内 容を 参 考 に 、教 育 施 策 に生 か し
ていく。  
ま た 、 各 校 で は 、 自 校 の 課 題 を と ら え 、 日 常の 授 業 改 善 に 取
組むなど、児童生徒の学力向上に生かしていく考えである。  
 

三

廻

部 

45 
教

育

長 

い じ め や 不 登 校
な ど の 問 題 が 起 き
る 要 因 を ど の よ う
に考えているか。  

い じ め や 不 登 校 な ど の 問 題 行 動 の 要 因 と し ては 、 様 々 な ケ ー
ス が あ り 一概 に は 言 えな い が 、 子ど も た ち の良 好 な 人 間関 係 を
保つ力の低下が大きな要因として考えられる。  
ま た、家庭における生活の乱れにより、心の安定を欠いたり、
学 校 生 活 に負 担 を 感 じて ス ト レ スを 抱 え る 子ど も た ち も多 く 、
それが問題行動の一因となっていると捉えている。  
こ れ ら の 背 景 と し て は 、 大 人 社 会 も 含 め た 社会 環 境 の 変 化 が
子どもたちへの大きな影響となっていることも考えられる。  
 



三

廻

部 

46 
教

育

長 

い じ め や い じ め
に よ る 自 殺 、 不 登
校 の 対 策 に つ い て
伺いたい。  

各 学校では、子どもたちへのきめ細かい関わりを重視したり、
教 育 相 談 等の 機 会 を 増や し て 悩 みの 相 談 を 行っ た り 、 担任 を 中
心 と し た 組織 的 な 対 応や 関 係 機 関と の 連 携 をす る な ど 、い じ め
や不登校の解消に向けた取り組みを行っている。  
い じめ問題に関しては、公明党 20 番 小 松議員の代表質問にお
答 え し た よ う に 、 全 国で の い じ めに よ る 自 殺の 連 鎖 を 受け て 、
教育委員会では、「いじめ問題緊急対策会議」を開催し、学校・
家 庭 ・ 地 域・ 行 政 が 取り 組 む べ き視 点 と 具 体策 を 緊 急 提言 と し
てまとめ、現在、具体策の実践化を進めているところである。
ま た 、 不 登校 対 策 に つい て は 、 校内 の 居 場 所づ く り 、 休 み 始
めの子どもたちへの丁寧な対応などの対策を進めている。  
さ ら に 、 中 学 生 の い わ ゆ る 「 中 １ ギ ャ ッ プ 」に よ る 不 登 校 や
い じ め の 増加 も 指 摘 され て お り 、そ の 解 消 もめ ざ し て 、今 後 、
幼 稚 園 ・ 小学 校 ・ 中 学校 の 一 層 の連 携 を 図 って い き た いと 考 え
ている。  
併 せ て 、 今 後 、 子 ど も た ち の 人 間 関 係 づ く りや コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能 力向 上 の た めの 取 り 組 みも 進 め て いき た い と 考え て い
る。  
 

三

廻

部 
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育

長 

教職員アカデミー構
想とはどんな構想か伺
いたい。 

 

｢教職員アカデミー構想｣とは、本市で従来行われてきた教職員研修に関わ
る事業を見直し、新たに体系化したものである。 
平成 18 年度に行なった｢小中学生の教育に関する市民満足度･重要度調査｣
の結果を検証し、教員に求められる資質を、｢教員としての指導力｣｢教職への
情熱｣｢社会人としての資質｣の 3つと捉えた。 
これらの資質を高めるため、研修対象とねらいをより明確にし、教職員す
べてが適切な時期に適切な研修を行なえるよう、体系化を図ったものである。 

 

三

廻

部 
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教

育

長 

本市の教職員の資質
向上について、どのよ
うな施策を行ってきた
のか、また、今後の施
策について伺いたい。 

教職員の資質向上を図るため、これまでも様々な研修を実施しており、そ
の内容や方法を工夫改善してきた。例えば、教職経験 5 年の節目ごとに指導
力向上や児童・生徒理解力向上に向けた研修を実施してきた。また、今日的
な課題に対応する専門的なスキルを身につけるため、例えば、個人情報の管
理に関わる研修や児童・生徒や保護者に対するカウンセリング技術を学ぶ研
修等を実施してきた。 
今後、｢教職員アカデミー構想｣に基づいて、各界の専門家による出張授業
を行い、それを教員が見ることで授業改善に結び付けたり、研修相談員等が
学校を訪問して個別に指導する研修を行なったり、社会人としての知識・技
能等、従来あまり研修内容として取り上げられることが少なかった領域につ
いて研修したりする計画である。 
このような取組により、教師としてのやる気や教職への情熱を高め、資質
の向上を図りたい。 

三

廻

部 
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市

長 

学 校 施 設 の ト イ
レ 改 修 や エ ア コ ン
設 置 に つ い て 、 今
後 ど の よ う に 進 め
ていくか。  

学 校 施 設 の ト イ レ 改 修 に つ い て は 、 老 朽 化 の度 合 い や 学 校 等
か ら の 要 望に 基 づ き 、国 庫 補 助 を活 用 し な がら 順 次 改 修を 進 め
ており、平成 19 年 度 は 千代小学校及び矢作小学校のトイレ改修
を実施する予定である。  
ま たエアコンについては、公明党 20 番 小 松議員並びに日本共
産党 30 番 原 田議員の代表質問にもお答えしたが、パソコン教室
や管理諸室等に順次整備を進めており、平成 17 年 度 には「市民
が 選 ぶ 予 算 の 使 い 道 」 制 度 を 活 用し 、 小 中 学校 の 保 健 室に 設 置
したところである。  
平 成 19 年 度 は、大窪小学校と下曽我小学校のパソコン教室及
び 職 員 室 、矢 作 小 学 校の パ ソ コ ン教 室 に 設 置す る と と もに 、 現
在未設置の中学校 10 校 の 管理諸室に、リース契約により設置す
る予定である。  
今 後 も 学 校 か ら の 要 望 な ど を 基 に 、 計 画 的 ・効 率 的 に 教 育 環
境の整備を進めてまいりたい。  
 



三
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部 
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校 舎 リ ニ ュ ー ア
ル 事 業 の 今 後 の 進
め 方 は ど の よ う に
進めるのか。  

平 成 16、17 年 度 において白山中学校をモデル校とした中校舎
のリニューアル工事を実施した。  
平 成 18 年 度 では、学校や保護者、地域住民の代表からなる「白
山 中 学 校 校舎 リ ニ ュ ーア ル モ デ ル事 業 評 価 委員 会 」 を 設置 し 、
専 門 家 の アド バ イ ス をい た だ き なが ら 、 生 徒や 委 員 さ んへ の ア
ン ケ ー ト 調査 を 行 な い、 現 在 、 評価 検 証 を して い る と ころ で あ
る。  
ま た、早川小学校においては、「早川小学校校舎リニューアル
推進部会」を 3 月 下旬に立ち上げ、白山中学校の評価結果を参
考にしながら、会議を開催することになっている。  
そ こで平成 19 年 度 は「早川小学校校舎リニューアル推進部会」
の 提 言 や 専門 家 の 意 見を 反 映 さ せな が ら 、 外壁 や 多 目 的教 室 の
改修を実施する予定である。  
 

 

 


